


鳥獣保護管理小委員会の設置について 

 

 

平成１７年９月２７日 

野生生物部会決 定 

 

 

 中央環境審議会議事運営規則（平成 13 年 1 月 15 日中央環境審議会決定。以

下「議事運営規則」という。）第８条の規程に基づき、次のとおり決定する。 

 

 

１．野生生物部会に、議事運営規則第８条の小委員会として、鳥獣保護管理小

委員会を置く。 

 

 

２．鳥獣保護管理小委員会は、鳥獣の保護を図るための事業を実施するための

基本的な指針の見直しについて検討を行う。 

 

 

３．鳥獣保護管理小委員会の決議は、部会長の同意を得て、野生生物部会の決

議とすることができる。 
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す
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。
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。
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す
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又
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す
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す
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限
り
で



は
な
い
。

（
準
用
規
定
）

第
七
条

第
一
条
か
ら
第
三
条
（
第
二
条
第
二
項
を
除
く

）
ま
で
の
規
定
は
、
部
会
に
準
用
す
る
。
こ

。

の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中｢

会
長｣

と
あ
る
の
は｢

部
会
長｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
小
委
員
会
）

第
八
条

部
会
は
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
小
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
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又
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。
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す
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（
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十
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一
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平
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十
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十
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八
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八
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行
す
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。

（
別
表
略
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中央環境審議会 野生生物部会 
鳥獣保護管理小委員会 委員名簿 

 
 
委員（委員長） 山岸  哲 新潟大学超域研究機構朱鷺プロジェクト特任

教授 
 
臨時委員 石井 信夫 東京女子大学現代教養学部教授 
 
臨時委員 磯部  力 國學院大學法科大学院教授 
 
臨時委員 市田 則孝 NPO法人バードライフ・アジア会長 
 
臨時委員 是末  準 社団法人大分県猟友会会長 
 
臨時委員 汐見 明男 全国町村会副会長（京都府井手町長） 
 
臨時委員 福田 珠子 全国林業研究グループ連絡協議会副会長 
 
臨時委員 三浦 慎悟 早稲田大学人間科学学術院教授 
 
臨時委員 染  英昭 （社）大日本農会副会長 
（土壌農薬部会）  （（財）中央果実生産出荷安定基金協会副理事

長） 
 
専門委員 小泉  透 森林総合研究所野生動物研究領域領域長 
 
専門委員 坂田 宏志 兵庫県立大学准教授（兵庫県森林動物研究セン

ター主任研究員） 
 
専門委員 羽山 伸一 日本獣医生命科学大学野生動物教育研究機構 

機構長 
 
 
※ 委員の委嘱・指名等の手続きについては、事務局において現在進めている

ところ。 



第11次鳥獣保護事業計画の基本指針の見直しに関する 

鳥獣保護管理小委員会における主な論点（案） 

 

 
 第11次鳥獣保護事業計画の基本指針は、都道府県が作成する鳥獣保護事業計
画の計画期間に併せて５年ごとに見直しを行う必要があり、中央環境審議会野

生生物部会の下に設けている鳥獣保護管理小委員会において具体的な議論を行

う。 
 事務局が想定している見直しの主な論点案は以下のとおり（今後の議論の過

程で加除修正があり得る）。 
 
○ 特定計画に基づく個体数調整（効果的な捕獲手法等） 
・ 狩猟人口減少に対応した捕獲体制の検討 
・ 効果的な捕獲手法の検討 
・ 鳥獣保護区における個体数調整の考え方 

 
○ 人材の育成・確保 
 
○ 感染症への対応 
・ 鳥インフルエンザ等のモニタリング 
・ 傷病鳥獣、餌付け等における感染症対策 

 
○ その他 
・ 狩猟鳥獣の指定・解除の考え方の整理等 
・ 許可基準の整理等 

 
 
 
【参考】スケジュール（案） 

 
22年度  10/4 中央環境審議会野生生物部会において諮問 
  11月 鳥獣保護管理小委員会（１回目） 
  1月 鳥獣保護管理小委員会（２回目） 
  2～3月 パブリックコメント実施、都道府県担当者会議 

23年度  4月 鳥獣保護管理小委員会（３回目） 
  6～7月 中央環境審議会野生生物部会において答申 
  7～8月 基本指針告示 
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